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.2面・一二輪車の交通事故を防

止、幼稚園保育料を減免

.4'"'-'5面ーまちづくり懇談会の

内容を紹介

次

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
F
M放
送
局
「
F
M
湘
南
ナ
パ
サ
」
で
は
、
リ
ス
ナ

ワェイ

ー
(
聴
取
者
)
の
み
な
さ
ん
と
、
よ
り
近
い
状
況
で
放
送
が
で
き
る
よ

ぅ
、
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

場
所
は
、
施
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
に
面
し
た
百
貨
庖
「
梅
屋
」
入
り
口
の

と
な
り
。
前
面
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
ま
さ
に
「
自
の
前
が
取
材
先
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
生
番
組
を
中
心
に
「
平
塚
の
い
ま
」
を
伝
え
る
ナ
パ

サ
に
、
ま
た
一
つ
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
接
点
が
増
え
ま
し
た
。

FM湘荷ナパサに
トスタジオが

』

F

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
」
。
現
在
、
毎
日
2
時
間
ほ
ど
の
試

験
放
送
を
実
施
中

「
街
の
放
送
局
・

F
M湘
南

ナ
パ
サ
」
は
、
市
や
商
工
会
議

所
の
出
資
に
よ
り
平
成
六
年
七

月

一
口
に
開
局
さ
れ
ま
し
た
。

平
塚
駅
前
の
M
Nピ
ル
十
階
に

あ
る
ス
タ
ジ
オ
か
ら
、
そ
の
日

の
出
来
事
や
身
近
な
街
の
話
題

な
ど
、
新
鮮
で
お
し
ゃ
れ
な
情

報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

昨
年
六
月
に
は
出
力
を
十
月

に
ア
ッ
プ
。
平
塚
市
内
ば
か
り

で
な
く
、
隣
接
す
る
市
や
町
で

も
放
送
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な

り
、
リ
ク
エ
ス
ト
の
は
が
き
や

フ
ァ
ク
ス
も

一
段
と
増
え
て
い

ま
す
。

市
民
と
の
一
体
感
を

新
設
さ
れ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

タ
ジ
オ
の
特
長
は
、
リ
ス
ナ
ー

の
み
な
さ
ん
と
よ
り
近
い
状
況

で
放
送
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

こ
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
、
そ
の
日

の
空
模
様
や
道
行
く
人
の
表
間

に
合
わ
せ
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
よ
り

一
体
感
の
あ
る
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
。

A リクエストのはが

きやファクスがこ

んなにたくさん

こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

の
愛
称
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

公
募
に
よ
り

「ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ

イ
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。
正
式

開
局
は
七
月

一
日
で
、
こ
こ
か

ら
毎
日
四
、
五
時
間
の
放
送
を

行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
こ
の
ス
タ
ジ
オ
は
株

式
会
社

「梅
届
」
に
場
所
を
無

償
提
供
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て

段
位
さ
れ
ま
し
た
。

世
代
を
超
え
幅
広
く

F
M湘
南
ナ
パ
サ
は
「
ナ
パ

サ
ク
ラ
ブ
」
を
始
め
と
す
る
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
世
代
を

超
え
た
幅
広
い
趣
向
の
番
組
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

平
日
に
は
、
口
い
物
情
報
や

天
気
予
報
な
ど
地
域
に
密
着
し

た
き
め
細
か
な
生
活
情
報
を
。

ま
た、

週
末
に
は
ベ
ル
マ
l
レ

平
塚
の
話
題
や
地
元
大
学
生
の

企
画
制
作
に
よ
る
帯
組
を
。

様
ん
吋
な
番
組
の
企
画
・
制
作

か
ら
ス
タ
ッ
フ
や
パ

l
ソ
ナ
リ専

パ

U

る
ナ

W

Z

降、

.
J

も
は
ビ

送
オ
N
中

数
ジ

M
売

M
ラ

(

販

A
用
サ
で

4
司

砂気軽にリクエスト

できるようスタジ

オの近くに備え付

けられているリク

エストボ ッ ク ス

テ
ィ
1
に
至
る
ま
で
、
た
く
さ

ん
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。

ま
さ
か
の
ナ
パ
サ

市
で
は
、

F
M湘
南
ナ
パ
サ

と
「
災
害
時
の
広
報
活
動
に
関

す
る
協
定
」
を
結
び
、
災
害
時

に
緊
急
割
り
込
み
放
送
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
設
け
て
い
ま
す
。

大
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
は
、

市
か
ら
直
接
こ
の
F
M湘
南
ナ

パ
サ
を
通
じ
て
、
避
難
や
復
旧

活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
を

市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し

ま
す
。災

害
時
に
は
糠
均
な
デ
マ
に

惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
か
ら
正
し
い
情
報
を

得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
停
電

し
て
も
使
え
る
電
池
式
の
ラ
ジ

オ
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
大

変
祈
効
で
す
。
「
ま
さ
か
」
の
と

き
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
非
常
持
ち

出
し
品
の

一
つ
と
し
て
用
窓
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
市
で
は
毎
週
Hn

噸
円
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
後

O
時
五
分
か
ら
五
分
間
、

防
災

に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
お
伝

え
す
る
喬
組
「
防
災
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
放
送
し
て
い

ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

FM湘南ナパサC78.3MHz)
・住所 干254宝 町3-1平揮MNピル10階
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小学校の社会科の授業ーでごみ問題を劇

に 仕 立 て 演 じ て い る 「 ほ ほ え み 宅 急 便 」

のみなさん。取材は笹尾直美さん(南原)

• 
人
形
劇
団

「ほ
ほ
え
み
宅
急

便
」
は
、
平
成
元
年
に
結
成
、

今
年
で
八
年
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
劇
団
で
す
。
情
動
人
数
は

七
人
で
、
シ
ナ
リ
オ
か
ら
劇
で

使
う
大
道
具
、
小
道
具
、
ぬ

い

ぐ
る
み
ま
で
す
べ
て
手
作
り
の

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
劇
問
で

す
。中

原
小
学
校
で

「
ほ
ほ
え
み

横
丁
」
の
主
婦
3
人
と
サ
イ
の

タ
ル
ク
ル
が
笠
場
す
る
、
平
問
機

市
の
ご
み
の
分
別
収
集
を
テ
ー

マ
に
し
た
凶
年
生
の
社
会
科
の

授
業
「
ご
み
学
級
」
を
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
み
の

分
別
と
い
う
難
し
い
テ
1
マ
で

し
た
が
、
凶
年
生
百
十
三
人
の

子
供
た
ち
は
、
回
目
の
よ
く
辿

る
声
に
ぐ
い
ぐ
い
と
引
き
込
ま

れ
、
劇
に
参
加
す
る
こ
と
で
意

識
を
高
め
た
よ
う
で
す
。

い
つ
か
ら
「
ご
み
学
級
」
で

の
演
劇
活
動
を
始
め
た
の
で
す

カ

?

• • • • • • • • • • • 

「今
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。

今
日
で
、
平
塚
市
内
の
小
学
校

十
六
校
目
で
す
」

準
備
は
、
い
つ
か
ら
始
め
ま

し
た
か
?

「
今
年
に
入
っ
て
か
ら
シ
ナ

リ
オ
を
啓
き
、
リ
ハ
ー
サ
ル
は

三
月
で
し
た
」

実
際
に
抑
じ
て
の
感
想
は
?

「
先
生
と
生
徒
と
い
っ
た
枠

を
外
し
て
接
す
る
こ
と
で
、
子

供
た
ち
が
、
気
楽
に
反
応
し
て

く
れ
る
の
が
最
高
で
す
」
と
い

う
の
が
み
な
さ
ん
の

一
致
し
た

感
想
で
し
た
。

こ
の
「
ご
み
学
級
」
は
、
市

の
環
境
衛
生
業
務
課
、
帯
端
室
、

ほ
ほ
え
み
宅
急
使
の
三
者
が

一

体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

劇
団
の
四
人
の
方
に
今
後
の

抱
負
を
伺
う
と
「
多
く
の
人
と

出
会
い
、
心
を
通
わ
せ
た
い
」

と
鈴
木
さ
ん
。
「
も
っ
と
情
動

の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と

陳
野
さ
ん
。
ま
た
、
笹
尾
さ
ん

は

「健
康
に
感
謝
し
て
ほ
け
防

止
の
た
め
に
も
や
っ
て
い
き
た

い
」、
玉
井
さ
ん
は
「
年
を
と
っ

て
も
楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
お
答

え
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
ほ
ほ
え
み

を
子
供
た
ち
に
届
け
て
く
だ
さ

L
V
 

• 
だ円内左から

玉井さん、後尾さん、陳野さん、鈴木さん

-・ ・・・9・・・・*広報ひらつかは再生紙を使用しています
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神
奈
川
県
や
平
塚
市
で
は
、

全
国
平
均
に
比
べ
二
輪
車
の
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
県
交
通
安
全
対
策
協

議
会
で
は
、
六
月
を
「
暴
走
族

追
放

・
二
輪
車
交
通
事
故
防
止

強
化
月
間
」
と
定
め
、
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
に
平
塚
警
察
署
管

内
で
起
き
た
二
輪
車
の
交
通
事

故
は
七
百
五
十
八
件
で
、
全
交

通
事
故
の
三
O
%
。
ま
た
、
死

者
は
九
人
で
、
全
体
の
四
五
%

幼
稚

調園
芸 保

皇宮
zz 
詰減

量免
出

教
育
委
H
H
会
で
は
幼
稚
闘
児

(三
歳
か
ら
五
歳
児
ま
で
)
の

い
る
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
睦

く
す
る
た
め
、
所
得
状
況
に
応

じ
て
入
国
料
や
保
育
料
を
減
免

し
て
い
ま
す
。
次
に
該
当
さ
れ

る
方
は
、
各
幼
稚
園
か
ら
配
ら

れ
る
調
牲
を
、
直
接
幼
稚
聞
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
の

一
月

一
日
現

在
、
市
外
に
住
ん
で
い
た
方
で

該
当
さ
れ
る
場
合
は
、
調
啓
に

納
税
証
明
件
を
添
え
て
七
月
五

日
(
金
)
ま
で
に
学
務
課
学
事
係

(
担
原
分
庁
舎

一
階

・
内
線
5

2
0
)
へ
直
接
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

マ
対
象
今
年
の
6
月
1
日
現

在
市
内
に
お
住
ま
い
で
幼
稚
園

児
(
平
成
2
年
4
月
2
日
1
5

年
4
月
1
日
の
出
生
)
が
い
る

保
護
者

マ
所
得
状
況
お
よ
び
減
免
額

(私
立
幼
稚
園
に
在
圏
の
場
合
)

①
生
活
保
滋
世
帯
、
ま
た
は
市

民
税
非
課
税
世
帯
(
年
制
日
万

8
千
5
百
円
)

②
市
民
税
所
得
制
額
が
非
課
税

カーブで対向車線にはみ出した二輪車が

対向乗用率 に衝突。運転手が死亡

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
目
立
つ
の
は
、
十
六
歳

か
ら
二
十
九
蔵
の
ヤ
ン
グ
ラ
イ

ダ
ー
の
事
故
で
、
全
事
故
の
六

割
以
上
(
四
百
九
十
人
件
)
を

占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
違
反

別
で
は
、
安
全
不
確
認
な
ど
の

安
全
運
転
義
務
違
反
と
、
指
定

場
所
で
の

一
時
不
停
止
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

手
軽
で
使
利
な
二
輪
車
で
す

が
、
ひ
と
た
び
耶
故
を
起
こ
す

と
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
二
輪
車
に
乗
る

と
き
は
特
に
次
の
点
に
注
な
し

ま
し
ょ
う
。

マ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
か
ぶ

るマ
安
全
速
度
を
守
り
、
急
な
進

路
変
更
は
や
め
る

マ
カ
l
プ
の
手
前、

下
り
坂
で

は
必
ず
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す

マ
交
差
点
で
は

一
時
停
止
、
徐

の
世
帯

(年
制
9
万
2
千
6
百

円
)

③
市
民
税
所
得
制
額
が
8
万
i

千
百
円
以
下
の
世
情

(
年
額
5

万
3
千
百
円
)

〈市
立
幼
稚
園
に
在
国
の
場
合
〉

生
活
保
護
世
帯
、

市
民
税
非
課

税
世
帯
、
お
よ
び
市
民
税
所
得

割
額
が
非
課
税
の
世
帯

(年
額

2
万
円
)

お
早
め
に
児
童

手
当
現
況
届
を

現
在
、
児
抵
手
当
や
特
例
給

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
既
に

ご
家
庭
あ
て
に
お
送
り
し
て
あ

る
現
況
届
を
七
月

一
日
ま
で
に

行
を
確
実
に
実
行
す
る

マ
交
差
点
で
は
対
向
車
に
注
意

す
る暴

走
族
を
追
放
!

信
号
無
視
な
ど
を
繰
り
返
し
、

何
の
関
係
も
な
い
人
や
単
に
大

き
な
迷
惑
を
か
け
る
暴
走
族
。

哀
を
目
前
に
し
た
こ
の
時
期
に

な
る
と
、
暴
走
族
が
騒
音
を
ま

き
散
ら
し
な
が
ら
走
り
回
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。

危
険
で
迷
惑
な

「
暴
荏
基

は
、
と
て
も
併
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
「

撃

を

し

な
い
勇
気
と
さ
せ
な
い
し
つ

け
」
を
合
い
宮
紫
に
、
家
庭
や

学
校
、

職
場
や
地
域
な
ど
で
暴

走
行
為
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

マ
担
当
交
通
安
全
諜

6
4
0
)
 

市
民
用
端
末
機
を
増
設

公
共
施
設
情
報
シ
ス
テ
ム

公
共
施
設
情
報
シ
ス
テ
ム
の

市
民
用
端
末
機
が
、
凡
附
台
体

育
館
と
中
央
公
民
館
の
こ
か
所

に
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
や
文
化
施
設
を
通
信
回

線
で
結
び
、
施
設
の
利
用
手
続

き
や
案
内
、
催
し
物
情
報
な
ど

を
提
供
す
る
も
の
で
、
平
成
六

年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今

回
、
附
設
さ
れ
た
市
民
用
端
末

機
は
、
既
に
神
田
・
金
田
・

金

目・

旭
南
の
各
公
民
館
ロ
ピ
l
、

ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

(
M
Nピ
ル
十

階
)
、
市
役
所
市
民
ホ
1
ル
の

六
か
所
に
も
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
を
。

(新
設
場
所
・
利
用
時
間
)

マ
見
附
台
体
育
館
宮
(出
)
3
0

"
b

司，
・
午
前
8
時
加
分
i
午
後
9
時

(日
間
明
日
と
月
剛
日
は
午
後
5

時
ま
で
)

マ
中
央
公
民
館
宮
(M
)
2
1
1

(
内
線

め
に
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な

行
動
を
と
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ぜ
ひ
、
ご

一
緒
に
お
考

え
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
。

き

ま

す

。

マ

ロ

時

6
月
却
日
(
上
)午
後

今
問
は
、
講
師
に
忠
泉
女
学

2
時
1
4時

聞
大
学
の
指
佐
玲
チ
先
生
を
迎
マ
会
場
教
育
会
館
大
会
鍛
室

、
ぇ
、
講
師
の
お
子
さ
ん
の
い
じ
マ
対
象
・
定
日
市
内
に
お
住

め
体
験
を
も
と
に
参
加
者
の
み
ま
い
、
お
勤
め
の
方

・
三
百
人

な
さ
ん
と
話
し
合
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
指
導
室

い
じ
め
問
題
を
解
決
す
る
た

(内
線
5
3
4)

官邸、さ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
カ
ッ
プ
の
前
売
り
券
を
販
売
し

ヨ

郡

撚

財
団
で
は
、

J
リ
ま
す
が
、
引
き
続
き
サ
ン
ト
リ

山
川
況
時間

l
グ
・
ベ
ル
マ

1

1

シ
リ
ー
ズ
後
半
戦
の
前
売
り

n
-Mレ
平
塚
の
ホ
1
ム
券
も
販
売
す
る
予
定
で
す
。

向
純
一
知

ゲ
l
ム
の
前
売
り
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

カベ
W
Mω
……

入
場
券

(全
席
)

マ

料

金

れ

る

教

科

町

の

展

示

会

が

聞

か

川

綴
…

の
販
売
を
始
め
ま
・

S
S席
五

千

円

れ

ま

す

。

町
乱
惚
……
し
た
。
場

所

は

総

・

S
席

四

千

円

マ

日

程

6
月
初
H
(金
)
1
7

E
肢

が

合
公
園
内
の
平
塚
・
プ
ロ
ッ
ク
指
定
席

三
千

円

月

7
円
(円
)

部

川……

総
合
体
育
館
存

・
立
ち
見
席
大
人

二
千

マ

時

間

午
前
9
時
1
午
後
4

明
弘
総……

で
、
販
売
時
間
は
円
、
小
中
学
生

一
千

円

時

却

分

副
総
…
…

午
前
九
時
か
ら
午
※
当
日
券
は
試
合
当
日
に
平
塚
マ
会
城
県
平
塚
合
同
庁
舎
5

7
ほ
抑制間

後
九
時
ま
で

(月

競

技

場

で

販

売

し

ま

す

階

教

科

昨

セ

ン

タ

ー

・
会
議
室

閣

総

五
日
は
休
み
)
で
マ
問
い
合
わ
せ
先
ス
ポ
ー
ツ
マ
問
い
合
わ
せ
先
指
導
室

fω認
す
。

振
興
財
団
宮
(お
)
0
1
0
2

(内
線
5
2
7
)

五

J
リ
I
グ
の
入

モ
----
--
---
--
---
-----
-----
--
----
----
-----
--
---
'-
---
--
---
-----
-----
-----
----
-----
-----
-----
-----
--
-市

場
券
は
、
こ
れ
ま
で
市
内
各
プ

川

4

』

ご

う

日

休

刊

常

り

レ
イ
ガ
イ
ド
な
ど
で
販
売
し
て

川

み
A
F
B
V

を

と

日

判

朝

通

折

'
t
凶
"
』
甲

l

p

4

3
好

7

い
ま
し
た
。
今
回
の
窓
口
設
置

川

主

2
ほ

け

た

わ

引

料

跡

。
如

附

川

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
よ
り

川

与

院

跡

つ

あ

ゆ

日

時

す

日

研

購
入
し
や
す
い
よ
う
新
た
に
販

川

口

口

引

干

ら

き

。

τ

5

、

ま

打

の

川

寸
川

h
n
H

ひ

だ

す

ら

旧

め

み

7

1

売
場
所
を
的
や
し
た
も
の
で
、

川

口

町

報

た

ま

ひ

引

た

込

、

日

す

川

試
合
の
一
百
前
ま
で
販
先
し
ま

川

2
1
t
I

広

い

い

報

、

の

り

お

り

ま

川

E
K

「

読

さ

広

は

日

折

な

お

み

す
。

…

削

り

愛

ご

号

刊

に

ど

込

山

当
面
は
ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ピ
ス
コ

川
;
:
:
:
:
;

M-=====================================
=====
======-司

い
じ
め
問
題
の
解
決
に
向
け
て

と
も
に
老
え
る
会
開
く

い
じ
め
問
題
で
悩
む
子
供
た

ち
の
た
め
に
、
保
割
箸
や
教
師
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
そ
し
て
地
域

の
人
々
は
何
を
す
べ
き
か
を
参

加
者
と
と
も
に
考
、
え
る
会
を
開

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
さ
れ
な
い
と
、
六
月
分
以
降

の
手
立
ー
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

児
童
手
当
は、

三
歳
未
満
の

児
童
を
お
育
て
で
、
前
年
の
所

得
が
決
め
ら
れ
た
制
限
内
の
方

に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
児
童
手
当
の
所
得

制
限
限
度
額
に
若
干
の
変
更
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
申
訪
手
続

き
な
ど
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
児
活
福
祉
課
児
童
係

(内

線
2
1
6
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

し
vマ

支
給
額
第
1
子
・
節
2
子

は
月
額
五
千
円
、
第
3
子
以
降

は
月
額

一
万
円

30 ・ 1
分午
( 前
やド 8 
館時
日 30
は分
休 i
11:.午
)後

9 
時

教
科
書
の
展
示
会

住民実強調査にさ協力を
.市民病院臨時看護婦

。応募資格 IIH和 31年4)]21:1以降に

生ま れた}jで治議州免許取得者

。募集人数 若 F~，

。 勤 務 日 JJ-金凶日の 5n r~u 
。 勤務時間 午前811，'j30分 ~ 午後41待

。賃 金 H寺給1.150円 (11・与あり)

O応募 方 法 市販の胤歴 lt-~に必要事

項を記入して、石r~M免許JïEの与し

と一緒に市民病院庶務課 (ft32-

0015内線3197)へ6月2811(金)まで

に提出する

(アルバイト)

。応募 資格 18歳以ヒ(高校生は除

く)の他成な9]悦

。 職務内容 ごみの収集

。募集人数 25人

く〉期間 7月10n -9J-:1 14日

日誌口・ヰ兄Uを除く)

。 勤務 時 間 午 前8時30分 ~午後5時。賃 金目徹9.400円

。応 募 方 法 環 境 衛生業務課 (市役

所新館2階・内総530) へ屯活述絡の

うえ、市販の履歴件に必要事項を記

入して持参する

(日

4砂夏期清掃作業員

~;> 

q 

。調査方法
住民基本台帳から16歳以上の男

女約4.500人を無作為抽出 して、 6

月下旬に制翌日宍をお送りします。

同封の封筒で、 7月5日(金)までに

返送してくださ u、
。調査項目
・家庭における地災対策について

.FM湘 ftiナパサについて

-自転車にl対する実態について

O担当 総務課統計調査担当

(内線348)
× 

23-1 1 1 1・35-11 1 1 (内線番号を交換手へ)
23-9467 (担当課名のご記入を)
干254平塚市浅間町9番1号(担当課名のご記入を)

-竃話
.FAX 
・住所

平塚市役所お問い合わせ・お申し込みは市役所へ



イベント情報

昨
年
も
行
わ
れ
た
流
し
そ
う
め
ん

び
わ
背
少
年
の
家
を
会
場
に

し
て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
流
し

そ
う
め
ん
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ

ャ
ー
や
ウ
ォ

l
ク
ラ
リ
ー
な
ど

を
行
う
「
親
チ
ふ
れ
あ
い
キ
ャ

ン
プ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
程
は
七
月
二
十
日
(土
)
午

前
卜

一
時
三
十
分
か
ら
二
十
一

日
(
円
)午
前
卜
時
四
ト
分
ま
で

室電ュ

-一千

Z
2・7

・-
F
3・-ze

第577号

保育実習生を募集

広報ひらつか圃

高校生を対象に

の
一
世

百

。
対
象
は
聖
内
に

お
住
ま
い
、
ま
た
は
通
学
す
る

小
中
学
生
と
そ
の
親
で
、
定
員

は
先
沼
順
に
問
十
人
。
参
加
賀

は
一
人
二
千
円
で
す
。

申
し
込
み
は
、
参
加
賀
を
添

え
て
、
び
わ
背
少
年
の
家

(土

屋
二
七
一

O
l
一
・宮
田
|
0

8
7
1
)
、
ま
た
は
斤
少
年
会

ミ

ーL市
で
は
、
夏
休
み
期
間
を
利

用
し
て
、
保
育
園
で
子
供
た
ち

と
の
生
活
を
体
験
す
る
「
保
育

館

(
宮
詑
|
7
0
2

9
)
へ。

な
お
、
い
ず
れ
も
月
雌
日
は
休

館
で
す
。

に夏
.も休
余み
裕期
が間

供ちゑ・福皆屯湿，Tw命遁ー←:Jt 1突室マ会本芸宅33出走品集ig抗議立
ちん 「 v で22笠しい昼食を ;. - 宿全装上校象 i E平周 一 れをがをぞ
と の 保 子 80泊堂概の 3 ぜです白日さ万たは白楽'd C

聖書室空語努2芸家壁手差猛足手蓄 毛会里大要事左目さ存ぷ主福寺会zf主主泉
だを 脅しにより たら奇人で学住 02ET泊 小宿年以に利付苦若つい上行む
りし 屈 で 毎 三 のち五曲で、しま 対 z可キ浴 r日団ヒお用け 一 千てまの少場 創 がも
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I 

L
O
V
E
 P
E
A
C
E
 

親
子
初
人
を
広
島
ヘ

こ

作

」

し

の

ち

貧

ん
だ

受

さ

も

を

子

と

覚

直

と

金
悦
田

界

年
h
生

世

昨
主
豆
「

制
大

品

募
集
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
際
連
合
と
そ
の

活
動
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
際

理
解
や
国
際
協
力
の
必
要
性
を

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
訴
え

る
た
め
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

優
秀
作
品
は
、
八
月
二
十
二

日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
市
民
プ

ラ
ザ
に
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
支

部
表
彰
も
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

マ
内
容

①
軍
縮
と
平
和

②
同
際
理
解
と
国
際
協
力

③
同
際
述
合
の
粉
神
と
情
動

め
世
界
の
人
口
、
食
樹
、
資
源
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

⑤
公
害
、
環
境
問
題

平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
学
マ
日
程

び
伝
え
て
い
く
た
め
、
市
で
は

〈事
前
打
ち
合
わ
せ
会
)

広
島
で
行
わ
れ
る
平
和
記
念
式
月
日
日
(土
)

山
間
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
親
子
(
広
品
派
遣
〉

8
月
4
日

(H
)

的
ホ
1
ル

(バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
は
「
I

3

6

日
(火
)
、
耶
中
1
泊
、
宿

ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
が
で

L
O
V
E
P
E
A
C
E
平

1
泊

き
る
)
、
野
外
炊
事
場

(
2
か
和
推
進
事
業
」
の

一
環
と
し
て

(事
後
ま
と
め
会
)

8
月
お

所

)

な

ど

実

施

さ

れ

て

い
る
も
の
で
、
現
臼
(
日
)

マ
巾
し
込
み
方
法
ぴ
わ
刊
少
地
で
は
平
和
施
設
を
見
学
し
た
対
象
は
、
市
内
に
お
住
ま
い

年
の
家
(
官
印
1
0
8
7
1
)

り
、
体
験
棋
を
聞
い
た
り
す
る
の
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学
校

に
包
括
で
直
接
申
し
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三

年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
と

u
v
z
=
=a
nH
HV
-2-=皐
n
H
H
v
-=-=
A
HHH
YzmZ玄
nHH
v
z=--
A
H
H
H
vzz=λ
H
HH
vz-=-A
H川
H
v
s
z
-
xnHHU
z--2
AHHHv
-=-=λ
H
H
H
V-==-
a
H川
Muzz
=
-
zn
H
u
vz
=
=
λ川
HHV
-=-=λ
HHu
y
--

国
際
盟
損
金
鶴
見
建
一
一
M
M配れれ

⑥
国
際
平
和
に
閲
す
る
も
の

マ
対
象
お
よ
び
規
格

〈ポ
ス
タ
ー
の
部
〉

・
小
、
中
学
生
四
つ
切
り

・
高
校
生
、

一
般
四
つ
切
り

ま
た
は
半
さ
い

(
作
文
の
部
)

・
中
学
生
の
み
四
百
字
詰
め

原
稿
用
紙
3
枚
以
内

マ
募
集
期
間

6
月
幻
日
(
金
)

1
7月
5
H
(
金
)

マ
応
募
先
交
流
組
必
課
内
・

国
連
協
会
平
塚
支
部
(
内
線
5

9
7
)
 

7 

そ
の
税
卜
組
(
ニ
ト
人
)。

参

加
料
は

一
人
一
万
五
千
円

(子

供
は
無
料
)
で
す
。

申
し
込
み
は
、
六
月
二
十
五

円
(火
)ま
で
に
総
務
課
(
内
線

7
8
3)
へ
。
な
お
、

山中
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

国
連
協
会
平
塚
支
部
で
は
、

国
際
理
解
、
同
際
協
力
を
テ
ー

マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
と
作
文
を

sa--ziZ7e-FEz
--z-4T
E
-
-
-
-

--Z
E
-
-
?
2
 

来
児
童
福
祉
の
仕
事
に
就
職
し

た
と
き
や
、
母
親
や
父
親
に
な

っ
た
と
き
に
役
立
て
て
い
た
だ

こ
う
と
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み
を
。

マ
実
習
場
所
市
内
部
か
所
の

市
立
お
よ
び
私
立
保
育
園

マ
日
程

・
開
講
式

7
月
辺
口

・
実
習
日

7
月
幻
自
1
初
日

と
羽
目
の
5
日
間

・
閉
校
式

7
月
初
日

マ
申
し
込
み
受
け
付
け
則
間

6
月
口
日
(月
)i
M
日
(
月
)

マ
申
し
込
み
先
児
童
福
祉
課

保
育
係

(内
線
2
1
5)

学
校
花
壇
コ
ン

ク
ー
ル
の
結
果

児
童

・
生
徒
の
緑
と
花
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に

学
校
の
緑
化
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
八
年
度
学
校
花

捌
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
六
校
。

マ
ハ
以
優
秀
賞
花
水
小
学
校

マ
優
秀
賞
な
で
し
こ
小
学
校
、

八
幡
小
学
校

マ
優
良
質
山
京
湾
小
学
校
、
城

島
小
学
校
、
神
明
中
学
校

ア
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
の
ご
利
用
を

平
成
五
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
ひ
ら
つ
か
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
」

は
、
市
役
所
へ
の
各
純
刷
け
出

や
手
続
き
方
法
、
施
設
の
利
用

方
法
な
ど
の
案
内
を
電
話
で
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

氾
話
さ
え
あ
れ
ば
、
年
中
無

休、

ニ
ト
問
時
間
知
り
た
い
情

報
が
い
つ
で
も
気
軽
に
引
き
出

せ
る
こ
の

「ひ
ら
つ
か
テ
レ
ホ

ン
ガ
イ
ド
」。
利
用
方
法
は
、
各

項
目
の
サ
ー
ビ
ス
コ

1
ド
と
と

も
に
「
コ

1
ド
表
」
に
拘
蹴
し

で
あ
り
ま
す
。

こ
の

「
コ
l
ド
甘
さ
は
昨
年

四
月
、
市
内
各
世
帯
に
新
聞
折

り
込
み
で
配
布
し
ま
し
た
。
現

化
、
広
報
広
聴
課

(市
役
所
三

階
・
内
線
3
1
5
)、
お
よ
び

各
地
区
公
民
館
で
お
配
り
し
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

長優秀賞の花水小学校

平塚市テニス協会では、平成lO~f.・に、I~塚市で開催する

国体テニス競技を市民のみなさんに知っていただくため、

ジュニアテニス競技緋智会を行います。

く>日 時 7刀13H、9JJ14円、 10月1211のいず
れもよ峨11、午前91時~ 午後311寺
く〉会 場総合公匝lテニスコート
<>対象・定員 中級以上で、市内にお住まいの
中・高校生、または西相地lベ高校に在学，，，の万・
各 Hとも20人 (抽選)
。 参加料 1悶 1.000ドl
。申し込み方法往復はがきに住所、氏名、在学
学校名、学年、受減宥パ'!:II、H1J苫徐4Jeを，1己入して
〒 254、fl塚 市1公風町18-30河野久美子 )j.‘fl塚市

テニス協会'J1-務局窓24-6125へ郵送する。6J129口
消印有効

わが家の防災対策を確認(連載)

家の周りの安全対策
も忘れ?に

沼己3守昌~⑬鈎習@な同包、~elcむrne

w跡

Uf!利53年の宮城県沖地践で

は、ブロック塀や石垣、門柱

などの下敷きになり多くの}j

が亡くなりました。

日ごろからみなさんの住ん

でいる家のブロック塀などを

点検するとともに、補強など

の対策をしておきましょう 。

(~党季犬会J
平成10年10月 24日 ~29日

1J'tJ1TtJ.1JJ1J直徳

-担 当 同体推進諜 (内線152)

かながわ・ゆめ国体平塚市実行委員会 防災課(内線357)<>~n_当

。清掃し原従量手数料(第3期)
。清婦し原ごみ定額手数料(第1期)

O下水道使用料(第 1期)

。市県民税(第1期)
。国民健康保険税(第1期)

。国民年金保険料(第3期)

6月納期の市税・手数料
7月1日(月)納期最終日
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市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
描
く
「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
。
そ
の
策
定
に
あ
た

り
、
市
で
は
市
内
六
会
場
で
「
ま
ち
づ
く
り
懇
訟
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
や
問
題
点
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
な
ど
に
つ
い
て
、
参

加
者
の
み
な
さ
ん
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
懇
談
会
の
関
空
可
今

後
の
プ
ラ
ン
策
定
の
進
め
方
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

都
市
マ
ス
タ
1
フ
ラ
ン
と
は

地
価
の
高
騰
や
環
境
に
対
す

る
関
心
の
向
ま
り
、
高
齢
化
社

会
の
到
来
な
ど
、
私
た
ち
を
取

り
巻
く
社
会
状
況
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。「
ま
ち
づ
く

り
」
に
も
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
、
よ
り
き
め
細
か
な
計
画

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
身
近
な
行
政
で

あ
る
市
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
都

市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
を
描
く
の
が
都
市
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
で
す
。

市
民
参
加
で

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

市
全
体
、
お
よ
び
各
地
域
ご
と

田村地区

d風豪や川を生かした

Eを

Lる士也t茸の文化財ゃ

くのネットワークを

:いところに病院を

に
市
民
の
み
な
さ
ん
自
ら
が
知

忠
を
絞
り
、
個
性
泣
か
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

n指
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々

の
意
識
や
文
化
水
準
を
反
映
す

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、

一
人

一
人
が

気
ま
ま
に
行
動
す
る
の
で
は
な

く
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政

が

「共
通
の
回
椋
」
を
持
っ
て

協
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の

「共
通
の
口
酬
と
と

な
る
の
が
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
す
。

今
岡
の

「ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
も
、
「
市
民
参
加
」
の
一

環
と
し
て
尖
施
し
た
も
の
で
す
。

懇
談
会
の
内
容
は

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
市

内
を
六
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
回
ず
つ
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
の
は

「広
報
ひ
ら
つ
か
」

な
ど
で
必
集
し
、
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
約
九
卜
人
の
市
民
の

み
な
さ
ん
で
す
。主の地下利用

.た多命的広1畠のg偏

重路の整備

i-四之宮地区

懇
談
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内

容
は
、
歩
茄
者
の
み
な
さ
ん
自

身
で

「ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す

0

.
第
1
回
懇
談
会
は

第

一
凶
懇
談
会
で
は
「
ま
ち

先
日
凡
ゲ
l
ム
」
と
題
し
て
、
平

者と利用法の改善

h建設を

〉誘致を

今回のまちづくり懇版会には、ゲームなど

を取り入れた 「ワークショ ップ方式Jを採用

しました。 こ れ は、従来のように市の考え方

を説明して、それに対しご意見をいただくの

ではなく、 「まちづくり」の主役である市民

のみなさんから白山なごな見をいただくため

採用したものです。

市としては初めての試みでしたが、参加者

のみなさんからは「立見を出しやすかったJ
など、おおむね好評を得ています。

， -...，~ 司怪....品園._~I~塚
市
全
体
の

「ょ
い
と
こ
ろ
」

や
「
わ
る
い
と
こ
ろ
」、
「地
域

の
特
色
」
に
つ
い
て
参
加
者
全

日
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の

後、

「地
域
点
検
ゲ
l
ム
」
を

辿
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
問

題
点
や
部
組
な
ど
を
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
し
、
参
加
者
の
万
々
に
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

av第
2
回
懇
談
会
は

第
二
回
懇
談
会
で
は

「地
域

提
案
ゲ
l
ム
」
と
題
し
て
、
前

回
の
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
へ
の
問
題
点
や
課
題
な

ど
を
も
と
に
話
し
合
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
具
体
的
な
提
案

と
し
て
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
取

り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
内
容

(
主
な
も
の
)
は
、
左
凶
の
と
お

り
で
す
。

を守って、景観を保全

屋線は現状のままで

り、交通をスムーズに

辺商底衝を

くりの推進を

市のまちづくり

め細かいまちづくり

原地区

:> T 
平塚市の全体図を凡ながら「ょいところ」

と「わるいところ」にシールをはり、平塚市

の特徴や問題点などについての怒見や感想を

お聴きしました。

各地域の地図を聞みながら、参加者が「よ

い」、 「才つるい」、「生かしていきたし、」 などと

思う場所や事柄に、その理由やs.lI;惣を記入し

たカードをはっていき、各地域の問題点や諜

題などについて必し合いました。

地域点検ゲームで出された地域の問題点や

課題をもとに、各グループのt):見を重要度に

より整理して「まちづくりへの提案」をまと

めました。

市
全
体
に
つ
い
て
は

よ
い
・
わ
る
い

「ま
ち
発
けんゲ
l
ム
」
で
参

加
省
に
お
聴
き
し
た

「平
塚
市

全
体
の
ょ
い
と
こ
ろ

・
わ
る
い

と
こ
ろ
」
の
ヒ
位
五
項
目
と
、

主
な
理
由
を
紹
介
し
ま
す
。

ょ
い
と
こ
ろ

総
合
公
園

(剖

マ
第
1
位

9
%
)
 

・
防
災
計
画
に
も
配
慮
し
て
い

る
、
子
供
た
ち
が
自
由
に
遊
べ

る
、
市
の
中
心
に
あ
る

マ
都
2
位

平
塚
海
岸

(幻・

2
%)
 

-
MM
色
が
よ
い
、
ボ
l
ド
ウ
オ

ー
ク
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

楽
し
く
利
用
で
き
る

マ
第
3
位

湘
南
平

(m
・

1
%)
 

・
自
然
環
脱
が
す
ば
ら
し
い

マ
第
4
位

西
部
丘
陵

(8
・

ベ
ス
ト
5を
紹
介

2
%
)
 

・
向
然
が
伐
っ
て
い
る
、

桜
が

き
れ
いわ

る
い
と
こ
ろ

平
塚
駅
周
辺

マ
第

1
位

(訂
・

9
%
)

・
駐
車
場
が
不
足
、
自
転
車
だ

ら
け
、
商
庖
街
が

「歯
抜
け
」

状
態
、
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
不

E
 

d
a
 

マ
第
2
位

金
目
川

(5
・

8
%
)
 

・
柿
が
少
な
い
、
川
が
汚
い

マ
第
2
位

県
道
平
塚
秦
野
線

(
5
・
8
%)

・
渋
滞
が
ひ
ど
い
、
ホ
少
迫
が
狭

い
、
危
険
な
と
こ
ろ
が
多
い

マ
第
4
位

競
輪
場

(
4
・

3
%
)
 

・
開
催
中
の
路
上
駐
車
が
多
い 、/ 

日8時30分-17時

。結婚相談 毎週日曜日10時-15時

(第 3日曜日は除く )

。母子相談 毎週月~金蹴日 9時~

16時

。家庭児童相談

時-16時

。婦人相談 7月11日(木)10時-15時

。高齢者職業相談 毎週月~金曜日

9時30分-161時

毎週月~金曜円 9

市民相談室
(市役所 1階)

ft23-1111内線293

福祉会館

子ども教育相談センター |
(崇善小学校北側) I 

ft36-6012 I 

.毎週月~金曜日 9時-17時

。電話相談毎週月~土曜日 9時~

17時(第 2.第4土曜日を除く)

tもし叫康相f
(保健センター)

ft34-1221 

-毎週月・木曜日10時-16時

L 833-2333-
O専門(法律、金融、住宅、医療)相

談 7月11日(木)13時30分-15時

30分(予約制)

。生活支援相談

時30分-17時

。ボランティア相談

毎週月~金曜日 8

毎週月~金曜

毎週金曜日 9時~

毎週月~金曜日 9

「青少年相談室1(市民センター2〓
ft34-7311 ~ 

O青少年相談毎週月~金曜日 9時

-16時

。悩みごとは「ヤンクテレホンj

宮 33-7830

毎週月~金曜日 9時-18時30分

(土曜日は13時-18時30分)

。人権法律相談・行政相談 6月18

R (火)、 7月2日(火)13時-16時

。一般法律相談毎週水曜日13時~

16時(予約制)

O登記・供託・測量相談

(金)131時-16時

。住宅(新 ・改築)相談 6月18日

(火)、 7月16日(火)13時-16時

。発明・考案・特許相談 7月8日

(月)101時-15時

。労働相談 7月11日(木)13時-16

l時

。下請け取り引き巡回あっ旋相談

6月20日(木)、 7月18日(木)13時

30分-16時

。年金・社会保険・労災相談

9日(火)10時-15時

。健康相談 6月17日(月)、 7月15日

(月)9時30分-11時30分(予約制)

O消費生活相談毎週金曜日 9時~

「

16時

。手話案内相談

12時30分

。一般市民相談

時-16時

7月12日

7月

広
報
ひ
ら
つ
か
は
毎
月
2
回
発
行

、、

't，。、、



特

1 渋田川沿い

散歩道や自

2.歩行者だけ

i量産を巡る

2.交通アクセ

地域別まちづくりへの提案
みなさんはどうお考えですか?

金田・豊田・岡崎 ・械島 ・

土屋 ・吉沢・金白地区

第577号広報ひらつか回

中原・南原-

A班

1.駅周辺

2.防災に

3.安全t.i:
B班

1 駅間辺

2.市営努

3 新華字線

宮士見・崇善

A班

1.金目Jllq

2.八幡神全

2.橋の地E
B磁

1.魅力あと

2 福枇のヨ

3.緑豊か右

3.富士見宙

マが
aτ よ I~
にし、主た

住が
予え
てコ
て
し、

~ 

h~ 

色

金
白
川

(
7

(4
・
3
%
)

・
危
険
、
地
下
道
は
歩
行
者
や

自
転
唱
が
利
用
し
に
く
い

今
後
の
進
め
方
は

A班

1.海岸の自然環境の保全と整備

2.人間中心のまちづくりを

3.駅にだれでも使える工レベ一世を

B班

1.新湖南国道1草地下に

2.平縁海岸を海を利用した総合公邸に

3.駅周辺の再開発

-
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

・
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
の
従
業

-
基
本
方
針

・
全
体
構
想
、
地
区

別
構
想
な
ど

旭北 ・旭南地区

A班

1.自然を生かしたまちづくり

2.組地区を 『福祉の郷J，こ

3.公園 ・広11の整備

B班

1.新交通システムの鍵案 (モノレール等)

2.バス停に駐輸唱を設置

3 自転車道ネ ットワーク

1t 平t車市を文教都市に l

1.既存の公共施詮の有効利用

2.録の保全と歴史環境の保全を

3.均衡のとれた絡設の配置と重量備

3.大学と地区の一体化 (交流)を

":< 
〉， 

九

市
民
参
加
を

進
め
ま
す

窓
口
凡
や
提
案
を

お
聴
き
し
ま
す

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

※
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
は

「広
報
ひ
ら
つ
か
」
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
や
、
ご
意
見
な
ど
は
、
都
市
計
画
謀
計
繭
係

宮
(お
)
1
1
1
1
(内
線
4
2
9)
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い

司:

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
利
川
者
の
附
加
に

伴
い
マ
ナ
l
の
低
下
も
著
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
放

し
飼
い
の
犬
に
か
ま
れ
た
り
、

私
は
よ
く
総

合
公
園
を
散
歩

し
ま
す
が
、
放
し
飼
い
の
犬
に

か
ら
ま
れ
怖
い
思
い
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設

が
壊
さ
れ
て
い
る
の
も
見
か
け

ま
す
。
利
用
者
に
注
意
す
る
こ

放
送
や
警
備
員
の
巡
回
で
注
意

お
互
い
に
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

捨
て
猫
が
近
く
の
民
家
に
入
り

(丙
八
幡
脇
山
紀
子
さ
ん
)

込
み
子
供
を
産
ん
で
し
ま
う
な

総
合
公
園
は
ど
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

市
制
施
行
五
十
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
の
蛇
口

周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
や
外
灯
が
壊
さ
れ
た
り
、
壁
に

治
工
さ
れ
、
平
成
三
年
に
完
成
ス
プ
レ
ー
で
い
た
ず
ら
尽
き
を

し
ま
し
た
。
間
内
に
は
公
開
施
さ
れ
た
り
す
る
被
守
も
発
生
し

設
の
ほ
か
、
体
育
館
や
野
球
場
て
い
ま
す
。

鰻
技
場
入
り
口
の
落
書
き

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
と

し
て
囲
内
政
送
や
特
備
貝
に
よ

る
巡
凶
、
注
立
看
板
の
投
開
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
悶
内

も
広
く
、
な
か
な
か
ん
ず
ら
れ
な

い
の
が
実
情
で
す
。

総
合
公
園
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
憩
い
の
坊
で
あ
る
と
と

も
に
、
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。

お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
利
用
で

き
る
よ
う
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
マ
ナ
l
逃

反
に
対
し
て
は
注
意
を
し
合
う

な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
(総
合
公
園
管
理
事
務
所
)

マ
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
提
案
は

お
気
軽
に
広
報
広
聴
課
広
聴
担

当
官
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)
1
1
1
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総
3

5
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に
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寄
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い
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市
政
の
状
況
や
施
策
の
方
針
、

政
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
な
ど

健
康
福
祉
、
行
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力
を
つ
け
よ
う

あ
な
た
が
今
、
困
っ
て
い
る
こ
と
の
後
ろ
に

「
力
」
と
い
う
言
葉
を
つ
け
て
、
「
O
Oで
き
る

力
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

思
い
が
け
な
い
こ
と
が
見
え
て
き
て
、
解
決
の

方
向
性
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
親
子
ゲ
ン
カ
し
て
し
ま
っ
た
と
き

は
、
「
親
子
ゲ
ン
カ
で
き
る
力
」
と
い
う
フ
レ

ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
親
子
ゲ
ン
カ
は
、
家
族
の

中
に
不
安
や
お
雌
が
あ
り
、
そ
の
た
め
家
族
問

係
を
維
持
し
て
い
た
普
段
の
働
き
が
失
調
し
て

し
ま
っ
て
い
る
状
態
と
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
親
チ
ゲ
ン
カ
す
ら
起
き
な
い
家
庭

も
一
方
で
は
あ
る
の
で
す
。
んホ焼
肉
体
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
、
そ
の
家
庭
に
は
、
家
の
中
に
不
安
や
羽

藤
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を

「親
子
ゲ
ン
カ
」
と

し
て
形
作
る
だ
け
の
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

組
子
関
係
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
考
え
る
か
、

「親
子
ゲ
ン
カ
で
き
る
力
」
が

あ
る
と
考
え
る
か
で
、
そ
の
人
が
親
子
ゲ
ン
カ

す
る
意
味
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。
後
者
の
方
が
、
よ
り
能
動
的
に
親
子
ゲ
ン

カ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
親
チ
ゲ
ン
カ
は
親
チ
ゲ
ン
カ
で
も
、

顔
を
合
わ
せ
ば
ケ
ン
カ
す
る
と
い
う
状
態
が
い

つ
ま
で
も
続
い
て
し
ま
う
と
き
は
、
親
子
が
本

当
に
向
き
合
う
こ
と
を
、
実
は
避
け
て
い
る
場

合
が
多
い
も
の
で
す
。

何
か
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
え

る
と
き
も

「力
」
と
い
、2
言
葉
を
つ
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
心
に
力
が
わ
い
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
?
親
子
が
向
き
合
う
力
、

自
分
自
身
に
向
き
合
う
ル
が
、
京
工
安
や
必
拙
臓
を

克
服
し
て
い
く
カ
の
基
盤
に
な
る
よ
う
で
す

0

.
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

出
町
普
小
学
校
北
側
宮
(部
)
6
0
1
2

子
供
が
発
熱
。

医
師
の
診
断
は
つ

七
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い

ま
す
。
熱
が
出
た
と
き
、
ど

の
よ
う
な
症
状
に
な
っ
た
ら

お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
ば
良

い
で
し
ょ
う
か
。

お
子
さ
ん
が
急
に
熱
を
出

し
た
場
合
、
熱
が
尚
い
と
い

う
だ
け
で
、
あ
わ
て
て
医
師

の
診
断
を
受
け
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
し
か
し
、
熱
が
高

い
だ
け
で
は
近
い
病
気
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
病
気
の
嵯
さ

昆
さ
の
目
安
と
な
る
の
は
、

子
供
の
機
嫌
、
食
欲
、
睡
眠

な
ど
で
す
。
特
に
赤
ち
ゃ
ん

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
を
検
討

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
を
公
表

の
表
情
は
ま
こ
と
に
正
確
に

病
状
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

機
嫌
の
良
し
あ
し
は
、
赤

ち
ゃ
ん
の
病
気
の
重
さ
を
知

る
大
切
な
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で

す
。
顔
色
も
良
く
、
機
嫌
が

康
& 

良
く
て
、
良
く
食
べ
良
く
飲

み
良
く
眠
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

た
と
え
熱
が
あ
っ
て
も
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
を
温
か

く
し
て
、
水
分

(沸
鵬
さ
せ

て
冷
ま
し
た
湯
)
な
ど
を
少

し
ず
つ
充
分
に
与
え
て
く
だ

さ
い
。
嫌
が
ら
な
け
れ
ば
、

肩
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
注
意

し
な
が
ら
氷
枕
を
す
る
な
ど

の
手
当
て
を
し
て
、

一
晩
く

ら
い
様
子
を
み
て
も
大
丈
夫

で
す
。一

歳
を
過
ぎ
る
と
、
か
ぜ

の
始
ま
り
な
ど
急
に
熱
が
上

が
る
と
き

(普
通
は
一一一
人・

五
度
以
上
)
に
、
熱
に
よ
る

ひ
き
つ
け

(熱
性
け
い
れ
ん
)

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

長
く
て
も
五
分
以
内
に
自
然

に
治
ま
る
の
で
、
あ
わ
て
な

い
こ
と
が
肝
心
で
す
。

逆
に
顔
色
が
行
白
く
て
機

嫌
が
悪
い
、
ぐ
っ
た
り
し
て

食
欲
も
な
く
吐
く
、
ぐ
ず
つ

て
い
つ
ま
で
も
眠
ら
な
い
、

一
回
の
ひ
き
つ
け
が
十
分
以

上
た
っ
て
も
止
ま
ら
な
い
、

な
ど
の
場
合
は
早
め
に
医
師

に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

マ
健
康
課
宮
(お
)
1
1
1
1
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線
6
6
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